
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
六
十
一
号
）

新
旧
対
照
条
文
（
抜
粋
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

一

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
第
一
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
離
婚
後
の
子
の
監
護
に
関
す
る
事
項
の
定
め
等
）

（
離
婚
後
の
子
の
監
護
に
関
す
る
事
項
の
定
め
等
）

第
七
百
六
十
六
条

父
母
が
協
議
上
の
離
婚
を
す
る
と
き
は
、
子
の
監
護
を
す
べ
き
者

第
七
百
六
十
六
条

父
母
が
協
議
上
の
離
婚
を
す
る
と
き
は
、
子
の
監
護
を
す
べ
き
者

、
父
又
は
母
と
子
と
の
面
会
及
び
そ
の
他
の
交
流
、
子
の
監
護
に
要
す
る
費
用
の
分

そ
の
他
監
護
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
そ
の
協
議
で
定
め
る
。
協
議
が
調
わ
な
い

担
そ
の
他
の
子
の
監
護
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
そ
の
協
議
で
定
め
る
。
こ
の
場

と
き
、
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
が
、
こ
れ
を
定

合
に
お
い
て
は
、
子
の
利
益
を
最
も
優
先
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

め
る
。

２

前
項
の
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

（
新
設
）

家
庭
裁
判
所
が
、
同
項
の
事
項
を
定
め
る
。

３

家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
定
め

２

子
の
利
益
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
子
の
監
護

を
変
更
し
、
そ
の
他
子
の
監
護
に
つ
い
て
相
当
な
処
分
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
す
べ
き
者
を
変
更
し
、
そ
の
他
監
護
に
つ
い
て
相
当
な
処
分
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
は
、
監
護
の
範
囲
外
で
は
、
父
母
の
権
利
義
務
に
変
更

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
は
、
監
護
の
範
囲
外
で
は
、
父
母
の
権
利
義
務
に
変
更

を
生
じ
な
い
。

を
生
じ
な
い
。

（
十
五
歳
未
満
の
者
を
養
子
と
す
る
縁
組
）

（
十
五
歳
未
満
の
者
を
養
子
と
す
る
縁
組
）

第
七
百
九
十
七
条

（
略
）

第
七
百
九
十
七
条

（
同
上
）

２

法
定
代
理
人
が
前
項
の
承
諾
を
す
る
に
は
、
養
子
と
な
る
者
の
父
母
で
そ
の
監
護

２

法
定
代
理
人
が
前
項
の
承
諾
を
す
る
に
は
、
養
子
と
な
る
者
の
父
母
で
そ
の
監
護

を
す
べ
き
者
で
あ
る
も
の
が
他
に
あ
る
と
き
は
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

を
す
べ
き
者
で
あ
る
も
の
が
他
に
あ
る
と
き
は
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な



い
。
養
子
と
な
る
者
の
父
母
で
親
権
を
停
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
き
も
、
同

い
。

様
と
す
る
。

（
監
護
及
び
教
育
の
権
利
義
務
）

（
監
護
及
び
教
育
の
権
利
義
務
）

第
八
百
二
十
条

親
権
を
行
う
者
は
、
子
の
利
益
の
た
め
に
子
の
監
護
及
び
教
育
を
す

第
八
百
二
十
条

親
権
を
行
う
者
は
、
子
の
監
護
及
び
教
育
を
す
る
権
利
を
有
し
、
義

る
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
う
。

務
を
負
う
。

（
懲
戒
）

（
懲
戒
）

第
八
百
二
十
二
条

親
権
を
行
う
者
は
、
第
八
百
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
監
護
及
び
教

第
八
百
二
十
二
条

親
権
を
行
う
者
は
、
必
要
な
範
囲
内
で
自
ら
そ
の
子
を
懲
戒
し
、

育
に
必
要
な
範
囲
内
で
そ
の
子
を
懲
戒
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

又
は
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
こ
れ
を
懲
戒
場
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
削
る
）

２

子
を
懲
戒
場
に
入
れ
る
期
間
は
、
六
箇
月
以
下
の
範
囲
内
で
、
家
庭
裁
判
所
が
定

め
る
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
は
、
親
権
を
行
う
者
の
請
求
に
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
親
権
喪
失
の
審
判
）

（
親
権
の
喪
失
の
宣
告
）

第
八
百
三
十
四
条

父
又
は
母
に
よ
る
虐
待
又
は
悪
意
の
遺
棄
が
あ
る
と
き
そ
の
他
父

第
八
百
三
十
四
条

父
又
は
母
が
、
親
権
を
濫
用
し
、
又
は
著
し
く
不
行
跡
で
あ
る
と

又
は
母
に
よ
る
親
権
の
行
使
が
著
し
く
困
難
又
は
不
適
当
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
子
の

き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
子
の
親
族
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
っ
て
、
そ
の
親
権
の

利
益
を
著
し
く
害
す
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
子
、
そ
の
親
族
、
未
成
年
後
見

喪
失
を
宣
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
、
未
成
年
後
見
監
督
人
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
父
又
は
母
に
つ
い
て

、
親
権
喪
失
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
二
年
以
内
に
そ
の
原
因
が

消
滅
す
る
見
込
み
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
親
権
停
止
の
審
判
）



第
八
百
三
十
四
条
の
二

父
又
は
母
に
よ
る
親
権
の
行
使
が
困
難
又
は
不
適
当
で
あ
る

（
新
設
）

こ
と
に
よ
り
子
の
利
益
を
害
す
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
子
、
そ
の
親
族
、
未

成
年
後
見
人
、
未
成
年
後
見
監
督
人
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
父
又
は
母

に
つ
い
て
、
親
権
停
止
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

家
庭
裁
判
所
は
、
親
権
停
止
の
審
判
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
原
因
が
消
滅
す
る
ま

で
に
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
期
間
、
子
の
心
身
の
状
態
及
び
生
活
の
状
況
そ
の
他
一

切
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
親
権
を
停
止
す
る
期
間
を

定
め
る
。

（
管
理
権
喪
失
の
審
判
）

（
管
理
権
の
喪
失
の
宣
告
）

第
八
百
三
十
五
条

父
又
は
母
に
よ
る
管
理
権
の
行
使
が
困
難
又
は
不
適
当
で
あ
る
こ

第
八
百
三
十
五
条

親
権
を
行
う
父
又
は
母
が
、
管
理
が
失
当
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ

と
に
よ
り
子
の
利
益
を
害
す
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
子
、
そ
の
親
族
、
未
成

て
そ
の
子
の
財
産
を
危
う
く
し
た
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
子
の
親
族
又
は
検
察

年
後
見
人
、
未
成
年
後
見
監
督
人
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
父
又
は
母
に

官
の
請
求
に
よ
っ
て
、
そ
の
管
理
権
の
喪
失
を
宣
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
い
て
、
管
理
権
喪
失
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
親
権
喪
失
、
親
権
停
止
又
は
管
理
権
喪
失
の
審
判
の
取
消
し
）

（
親
権
又
は
管
理
権
の
喪
失
の
宣
告
の
取
消
し
）

第
八
百
三
十
六
条

第
八
百
三
十
四
条
本
文
、
第
八
百
三
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
前

第
八
百
三
十
六
条

前
二
条
に
規
定
す
る
原
因
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は

条
に
規
定
す
る
原
因
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
又
は
そ
の
親
族

、
本
人
又
は
そ
の
親
族
の
請
求
に
よ
っ
て
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
親
権
又
は
管
理

の
請
求
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
親
権
喪
失
、
親
権
停
止
又
は
管
理
権
喪
失
の
審
判
を

権
の
喪
失
の
宣
告
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
未
成
年
後
見
人
の
選
任
）

（
未
成
年
後
見
人
の
選
任
）

第
八
百
四
十
条

（
略
）

第
八
百
四
十
条

（
同
上
）



２

未
成
年
後
見
人
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認

（
新
設
）

め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
若
し
く
は
未
成
年
後
見
人
の
請
求
に
よ
り
又
は

職
権
で
、
更
に
未
成
年
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

未
成
年
後
見
人
を
選
任
す
る
に
は
、
未
成
年
被
後
見
人
の
年
齢
、
心
身
の
状
態
並

（
新
設
）

び
に
生
活
及
び
財
産
の
状
況
、
未
成
年
後
見
人
と
な
る
者
の
職
業
及
び
経
歴
並
び
に

未
成
年
被
後
見
人
と
の
利
害
関
係
の
有
無
（
未
成
年
後
見
人
と
な
る
者
が
法
人
で
あ

る
と
き
は
、
そ
の
事
業
の
種
類
及
び
内
容
並
び
に
そ
の
法
人
及
び
そ
の
代
表
者
と
未

成
年
被
後
見
人
と
の
利
害
関
係
の
有
無
）
、
未
成
年
被
後
見
人
の
意
見
そ
の
他
一
切

の
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
父
母
に
よ
る
未
成
年
後
見
人
の
選
任
の
請
求
）

（
父
母
に
よ
る
未
成
年
後
見
人
の
選
任
の
請
求
）

第
八
百
四
十
一
条

父
若
し
く
は
母
が
親
権
若
し
く
は
管
理
権
を
辞
し
、
又
は
父
若
し

第
八
百
四
十
一
条

父
又
は
母
が
親
権
若
し
く
は
管
理
権
を
辞
し
、
又
は
親
権
を
失
っ

く
は
母
に
つ
い
て
親
権
喪
失
、
親
権
停
止
若
し
く
は
管
理
権
喪
失
の
審
判
が
あ
っ
た

た
こ
と
に
よ
っ
て
未
成
年
後
見
人
を
選
任
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
父
又

こ
と
に
よ
っ
て
未
成
年
後
見
人
を
選
任
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
父
又
は

は
母
は
、
遅
滞
な
く
未
成
年
後
見
人
の
選
任
を
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な

母
は
、
遅
滞
な
く
未
成
年
後
見
人
の
選
任
を
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら

ら
な
い
。

な
い
。

（
未
成
年
後
見
人
の
数
）

第
八
百
四
十
二
条

削
除

第
八
百
四
十
二
条

未
成
年
後
見
人
は
、
一
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
後
見
監
督
人
の
選
任
）

（
未
成
年
後
見
監
督
人
の
選
任
）

第
八
百
四
十
九
条

家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
被
後
見
人
、

第
八
百
四
十
九
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
未
成
年
後
見
監
督
人
が
な
い
場
合

そ
の
親
族
若
し
く
は
後
見
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
後
見
監
督
人
を
選
任
す

に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
未
成
年
被
後
見
人
、
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る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
親
族
若
し
く
は
未
成
年
後
見
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
未
成
年
後
見
監

督
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
未
成
年
後
見
監
督
人
の
欠
け
た
場
合
も
、
同
様

と
す
る
。

（
成
年
後
見
監
督
人
の
選
任
）

（
削
る
）

第
八
百
四
十
九
条
の
二

家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
成
年
被

後
見
人
、
そ
の
親
族
若
し
く
は
成
年
後
見
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
成
年
後

見
監
督
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
任
及
び
後
見
人
の
規
定
の
準
用
）

（
委
任
及
び
後
見
人
の
規
定
の
準
用
）

第
八
百
五
十
二
条

第
六
百
四
十
四
条
、
第
六
百
五
十
四
条
、
第
六
百
五
十
五
条
、
第

第
八
百
五
十
二
条

第
六
百
四
十
四
条
、
第
六
百
五
十
四
条
、
第
六
百
五
十
五
条
、
第

八
百
四
十
四
条
、
第
八
百
四
十
六
条
、
第
八
百
四
十
七
条
、
第
八
百
六
十
一
条
第
二

八
百
四
十
三
条
第
四
項
、
第
八
百
四
十
四
条
、
第
八
百
四
十
六
条
、
第
八
百
四
十
七

項
及
び
第
八
百
六
十
二
条
の
規
定
は
後
見
監
督
人
に
つ
い
て
、
第
八
百
四
十
条
第
三

条
、
第
八
百
五
十
九
条
の
二
、
第
八
百
五
十
九
条
の
三
、
第
八
百
六
十
一
条
第
二
項

項
及
び
第
八
百
五
十
七
条
の
二
の
規
定
は
未
成
年
後
見
監
督
人
に
つ
い
て
、
第
八
百

及
び
第
八
百
六
十
二
条
の
規
定
は
、
後
見
監
督
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

四
十
三
条
第
四
項
、
第
八
百
五
十
九
条
の
二
及
び
第
八
百
五
十
九
条
の
三
の
規
定
は

成
年
後
見
監
督
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
未
成
年
被
後
見
人
の
身
上
の
監
護
に
関
す
る
権
利
義
務
）

（
未
成
年
被
後
見
人
の
身
上
の
監
護
に
関
す
る
権
利
義
務
）

第
八
百
五
十
七
条

未
成
年
後
見
人
は
、
第
八
百
二
十
条
か
ら
第
八
百
二
十
三
条
ま
で

第
八
百
五
十
七
条

未
成
年
後
見
人
は
、
第
八
百
二
十
条
か
ら
第
八
百
二
十
三
条
ま
で

に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
親
権
を
行
う
者
と
同
一
の
権
利
義
務
を
有
す
る
。
た

に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
親
権
を
行
う
者
と
同
一
の
権
利
義
務
を
有
す
る
。
た

だ
し
、
親
権
を
行
う
者
が
定
め
た
教
育
の
方
法
及
び
居
所
を
変
更
し
、
営
業
を
許
可

だ
し
、
親
権
を
行
う
者
が
定
め
た
教
育
の
方
法
及
び
居
所
を
変
更
し
、
未
成
年
被
後

し
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
こ
れ
を
制
限
す
る
に
は
、
未
成
年
後
見
監
督
人

見
人
を
懲
戒
場
に
入
れ
、
営
業
を
許
可
し
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
こ
れ
を

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

制
限
す
る
に
は
、
未
成
年
後
見
監
督
人
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。

（
未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
場
合
の
権
限
の
行
使
等
）

第
八
百
五
十
七
条
の
二

未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
共
同
し
て
そ
の
権
限

（
新
設
）

を
行
使
す
る
。

２

未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
職
権
で
、
そ
の
一
部
の

者
に
つ
い
て
、
財
産
に
関
す
る
権
限
の
み
を
行
使
す
べ
き
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

３

未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
職
権
で
、
財
産
に
関
す

る
権
限
に
つ
い
て
、
各
未
成
年
後
見
人
が
単
独
で
又
は
数
人
の
未
成
年
後
見
人
が
事

務
を
分
掌
し
て
、
そ
の
権
限
を
行
使
す
べ
き
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

家
庭
裁
判
所
は
、
職
権
で
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
定
め
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
。

５

未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
第
三
者
の
意
思
表
示
は
、
そ
の
一
人
に
対

し
て
す
れ
ば
足
り
る
。
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三

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
第
三
条
関
係
）

改

正

案

現

行

第
八
条

第
七
項
、
第
二
十
七
条
第
六
項
、
第
三
十
三
条
第
五
項
、
第
三
十
三
条
の
十

第
八
条

第
七
項
、
第
二
十
七
条
第
六
項
、
第
三
十
三
条
の
十
五
第
三
項
、
第
四
十
六

五
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
四
項
及
び
第
五
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権

条
第
四
項
及
び
第
五
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事

限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
都
道
府
県
に
児
童
福
祉
に
関
す

項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
都
道
府
県
に
児
童
福
祉
に
関
す
る
審
議
会
そ
の
他
の
合

る
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
を
置
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
社
会
福
祉
法

議
制
の
機
関
を
置
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
七

第
四
十
五
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
（
以
下
「
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
」

地
方
社
会
福
祉
審
議
会
（
以
下
「
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
」
と
い
う
。
）
に
児
童
福

と
い
う
。
）
に
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
都
道
府
県
に
あ
つ
て

祉
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

。

②
～
⑥

（
略
）

②
～
⑥

（
同
上
）

⑦

社
会
保
障
審
議
会
及
び
都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
（
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定

⑦

社
会
保
障
審
議
会
及
び
都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
（
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
と
す
る
。
第
二
十
七
条
第
六

す
る
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
と
す
る
。
第
二
十
七
条
第
六

項
、
第
三
十
三
条
第
五
項
、
第
三
十
三
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
三

項
、
第
三
十
三
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
三
条
の
十
三
、
第
三
十
三

条
の
十
三
、
第
三
十
三
条
の
十
五
、
第
四
十
六
条
第
四
項
並
び
に
第
五
十
九
条
第
五

条
の
十
五
、
第
四
十
六
条
第
四
項
並
び
に
第
五
十
九
条
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い

項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
児
童
及
び
知
的
障
害
者
の
福
祉
を
図
る
た

て
同
じ
。
）
は
、
児
童
及
び
知
的
障
害
者
の
福
祉
を
図
る
た
め
、
芸
能
、
出
版
物
、

め
、
芸
能
、
出
版
物
、
玩
具
、
遊
戯
等
を
推
薦
し
、
又
は
そ
れ
ら
を
製
作
し
、
興
行

が
ん
具
、
遊
戯
等
を
推
薦
し
、
又
は
そ
れ
ら
を
製
作
し
、
興
行
し
、
若
し
く
は
販
売

し
、
若
し
く
は
販
売
す
る
者
等
に
対
し
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
者
等
に
対
し
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
七
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
た
ま
た
ま
児
童
の
行
動
の
自
由
を
制
限
し
、

第
二
十
七
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
た
ま
た
ま
児
童
の
行
動
の
自
由
を
制
限
し
、

又
は
そ
の
自
由
を
奪
う
よ
う
な
強
制
的
措
置
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
第
三
十
三
条

又
は
そ
の
自
由
を
奪
う
よ
う
な
強
制
的
措
置
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
第
三
十
三
条
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、
第
三
十
三
条
の
二
及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、

及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
事
件
を
家
庭
裁
判
所

事
件
を
家
庭
裁
判
所
に
送
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
送
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
、
里

第
三
十
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
、
里

親
（
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
里
親
に
限
る
。
第

親
（
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
里
親
に
限
る
。
第

三
十
三
条
の
八
第
二
項
、
第
三
十
三
条
の
十
、
第
三
十
三
条
の
十
四
第
二
項
、
第
四

三
十
三
条
の
十
、
第
三
十
三
条
の
十
四
第
二
項
、
第
四
十
四
条
の
三
、
第
四
十
五
条

十
四
条
の
三
、
第
四
十
五
条
の
二
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
及
び
第
四

の
二
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
に
お
い
て
同

十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
長
並
び
に
前
条
第
一
項
に
規
定

じ
。
）
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
長
並
び
に
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
、
児
童
の

す
る
者
に
、
児
童
の
保
護
に
つ
い
て
、
必
要
な
指
示
を
し
、
又
は
必
要
な
報
告
を
さ

保
護
に
つ
い
て
、
必
要
な
指
示
を
し
、
又
は
必
要
な
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

。

第
三
十
三
条

（
略
）

第
三
十
三
条

（
同
上
）

②
～
④

（
略
）

②
～
④

（
同
上
）

⑤

前
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
う
こ
と
が
当
該
児
童
の
親
権
を
行

（
新
設
）

う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
意
に
反
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
児
童
相
談
所
長
又
は

都
道
府
県
知
事
が
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
お
う
と
す
る
と
き
、
及
び
引
き
続
き
一

時
保
護
を
行
つ
た
後
二
月
を
経
過
す
る
ご
と
に
、
都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
児

童
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
児
童
に
係
る

第
二
十
八
条
第
一
項
の
承
認
の
申
立
て
又
は
当
該
児
童
の
親
権
者
に
係
る
第
三
十
三

条
の
七
の
規
定
に
よ
る
親
権
喪
失
若
し
く
は
親
権
停
止
の
審
判
の
請
求
が
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
三
条
の
二

児
童
相
談
所
長
は
、
一
時
保
護
を
加
え
た
児
童
で
親
権
を
行
う
者

（
新
設
）
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又
は
未
成
年
後
見
人
の
な
い
も
の
に
対
し
、
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が

あ
る
に
至
る
ま
で
の
間
、
親
権
を
行
う
。
た
だ
し
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第

八
十
九
号
）
第
七
百
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
縁
組
の
承
諾
を
す
る
に
は
、
厚
生
労

働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②

児
童
相
談
所
長
は
、
一
時
保
護
を
加
え
た
児
童
で
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後

（
新
設
）

見
人
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
監
護
、
教
育
及
び
懲
戒
に
関
し
、
そ
の
児
童
の
福

祉
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

前
項
の
児
童
の
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
措

（
新
設
）

置
を
不
当
に
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

④

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
は
、
児
童
の
生
命
又
は
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
た

（
新
設
）

め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見

人
の
意
に
反
し
て
も
、
こ
れ
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
三
条
の
二
の
二

児
童
相
談
所
長
は
、
一
時
保
護
を
加
え
た
児
童
の
所
持
す
る

第
三
十
三
条
の
二

児
童
相
談
所
長
は
、
一
時
保
護
を
加
え
た
児
童
の
所
持
す
る
物
で

物
で
あ
つ
て
、
一
時
保
護
中
本
人
に
所
持
さ
せ
る
こ
と
が
児
童
の
福
祉
を
損
な
う
お

あ
つ
て
、
一
時
保
護
中
本
人
に
所
持
さ
せ
る
こ
と
が
児
童
の
福
祉
を
そ
こ
な
う
虞
が

そ
れ
が
あ
る
も
の
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
も
の
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

児
童
相
談
所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
物
で
、
腐
敗
し
、
若
し
く
は

②

児
童
相
談
所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
物
で
、
腐
敗
し
、
若
し
く
は

滅
失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
又
は
保
管
に
著
し
く
不
便
な
も
の
は
、
こ
れ
を
売
却

滅
失
す
る
虞
が
あ
る
も
の
又
は
保
管
に
著
し
く
不
便
な
も
の
は
、
こ
れ
を
売
却
し
て

し
て
そ
の
代
価
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
代
価
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

（
略
）

③

（
同
上
）

④

児
童
相
談
所
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
返
還
請
求
権
を
有
す
る
者
を
知
る
こ
と
が

④

児
童
相
談
所
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
返
還
請
求
権
を
有
す
る
者
を
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
、
又
は
そ
の
者
の
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
返
還
請

で
き
な
い
と
き
、
又
は
そ
の
者
の
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
返
還
請
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求
権
を
有
す
る
者
は
、
六
月
以
内
に
申
し
出
る
べ
き
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

求
権
を
有
す
る
者
は
、
六
箇
月
以
内
に
申
し
出
る
べ
き
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

い
。

な
い
。

⑤
～
⑦

（
略
）

⑤
～
⑦

（
同
上
）

第
三
十
三
条
の
七

児
童
又
は
児
童
以
外
の
満
二
十
歳
に
満
た
な
い
者
（
以
下
「
児
童

第
三
十
三
条
の
七

児
童
又
は
児
童
以
外
の
満
二
十
歳
に
満
た
な
い
者
（
次
条
及
び
第

等
」
と
い
う
。
）
の
親
権
者
に
係
る
民
法
第
八
百
三
十
四
条
本
文
、
第
八
百
三
十
四

三
十
三
条
の
九
に
お
い
て
「
児
童
等
」
と
い
う
。
）
の
親
権
者
が
、
そ
の
親
権
を
濫

条
の
二
第
一
項
、
第
八
百
三
十
五
条
又
は
第
八
百
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
親
権
喪

用
し
、
又
は
著
し
く
不
行
跡
で
あ
る
と
き
は
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十

失
、
親
権
停
止
若
し
く
は
管
理
権
喪
失
の
審
判
の
請
求
又
は
こ
れ
ら
の
審
判
の
取
消

九
号
）
第
八
百
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
親
権
喪
失
の
宣
告
の
請
求
は
、
同
条
に
定

し
の
請
求
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
者
の
ほ
か
、
児
童
相
談
所
長
も
、
こ
れ
を

め
る
者
の
ほ
か
、
児
童
相
談
所
長
も
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
三
条
の
八

児
童
相
談
所
長
は
、
親
権
を
行
う
者
の
な
い
児
童
等
に
つ
い
て
、

第
三
十
三
条
の
八

児
童
相
談
所
長
は
、
親
権
を
行
う
者
及
び
未
成
年
後
見
人
の
な
い

そ
の
福
祉
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
に
対
し
未
成
年
後
見
人
の
選

児
童
等
に
つ
い
て
、
そ
の
福
祉
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
に
対
し

任
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

未
成
年
後
見
人
の
選
任
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

児
童
相
談
所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
未
成
年
後
見
人
の
選
任
の
請
求
に
係
る

②

児
童
相
談
所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
未
成
年
後
見
人
の
選
任
の
請
求
に
係
る

児
童
等
（
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
若
し
く
は
里
親
に
委
託
中
若
し

児
童
等
（
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
児
童
を
除
く
。
）
に
対
し
、
親
権
を
行
う
者

く
は
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
児
童
等
又
は
一
時
保
護
中
の
児
童
を
除
く
。
）
に

又
は
未
成
年
後
見
人
が
あ
る
に
至
る
ま
で
の
間
、
親
権
を
行
う
。
た
だ
し
、
民
法
第

対
し
、
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が
あ
る
に
至
る
ま
で
の
間
、
親
権
を
行

七
百
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
縁
組
の
承
諾
を
す
る
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め

う
。
た
だ
し
、
民
法
第
七
百
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
縁
組
の
承
諾
を
す
る
に
は
、

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
の
十
九

本
人
又
は
そ
の
同
居
人
が
次
の
各
号
（
同
居
人
に
あ
つ
て
は
、

第
三
十
四
条
の
十
九

本
人
又
は
そ
の
同
居
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
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第
一
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
養
育
里
親
と
な
る
こ
と
が
で

者
は
、
養
育
里
親
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

き
な
い
。

一

（
略
）

一

（
同
上
）

二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ

二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ

こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
同
上
）

②

都
道
府
県
知
事
は
、
養
育
里
親
又
は
そ
の
同
居
人
が
前
項
各
号
（
同
居
人
に
あ
つ

②

都
道
府
県
知
事
は
、
養
育
里
親
に
つ
い
て
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

て
は
、
同
項
第
一
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
当

至
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
直
ち
に
養
育
里
親
名
簿
か
ら
抹
消
し
な
け
れ
ば
な

該
養
育
里
親
を
直
ち
に
養
育
里
親
名
簿
か
ら
抹
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

第
四
十
七
条

児
童
福
祉
施
設
の
長
は
、
入
所
中
の
児
童
等
で
親
権
を
行
う
者
又
は
未

第
四
十
七
条

児
童
福
祉
施
設
の
長
は
、
入
所
中
の
児
童
で
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成

成
年
後
見
人
の
な
い
も
の
に
対
し
、
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が
あ
る
に

年
後
見
人
の
な
い
も
の
に
対
し
、
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が
あ
る
に
至

至
る
ま
で
の
間
、
親
権
を
行
う
。
た
だ
し
、
民
法
第
七
百
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

る
ま
で
の
間
、
親
権
を
行
う
。
た
だ
し
、
民
法
第
七
百
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
縁

縁
組
の
承
諾
を
す
る
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県

組
の
承
諾
を
す
る
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知

知
事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

児
童
相
談
所
長
は
、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
又
は
里
親
に
委
託

（
新
設
）

中
の
児
童
等
で
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
な
い
も
の
に
対
し
、
親
権
を

行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が
あ
る
に
至
る
ま
で
の
間
、
親
権
を
行
う
。
た
だ
し
、

民
法
第
七
百
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
縁
組
の
承
諾
を
す
る
に
は
、
厚
生
労
働
省
令

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

児
童
福
祉
施
設
の
長
、
そ
の
住
居
に
お
い
て
養
育
を
行
う
第
六
条
の
三
第
八
項
に

②

児
童
福
祉
施
設
の
長
、
そ
の
住
居
に
お
い
て
養
育
を
行
う
第
六
条
の
三
第
八
項
に

規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
又
は
里
親
は
、
入
所
中
又
は
受
託
中
の
児
童

規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
又
は
里
親
は
、
入
所
中
又
は
受
託
中
の
児
童

等
で
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
監
護
、
教
育

で
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
監
護
、
教
育
及
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及
び
懲
戒
に
関
し
、
そ
の
児
童
等
の
福
祉
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き

び
懲
戒
に
関
し
、
そ
の
児
童
の
福
祉
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

④

前
項
の
児
童
等
の
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る

（
新
設
）

措
置
を
不
当
に
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

⑤

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
は
、
児
童
等
の
生
命
又
は
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る

（
新
設
）

た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後

見
人
の
意
に
反
し
て
も
、
こ
れ
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
児

童
福
祉
施
設
の
長
、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
又
は
里
親
は
、
速
や

か
に
、
そ
の
と
つ
た
措
置
に
つ
い
て
、
当
該
児
童
等
に
係
る
通
所
給
付
決
定
若
し
く

は
入
所
給
付
決
定
、
第
二
十
一
条
の
六
若
し
く
は
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
措

置
又
は
保
育
の
実
施
等
を
行
つ
た
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。


